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衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
奥
尻
島
か
ら
約
四
百
五
十
キ
ロ
の
わ
が
国
の
防
空
識
別
圏
内
に
落
下
し
た
北
朝
鮮
の
弾

道
ミ
サ
イ
ル
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
現
時
点
で
、
平
成
二
十
九
年
五
月
十
四
日
の
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
よ
り
、
日
本
国
民

の
生
命
又
は
財
産
に
対
す
る
被
害
が
生
じ
た
と
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
航
空
機
や
船
舶
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
極
め

て
問
題
の
あ
る
行
為
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
現
時
点
で
、
我
が
国
の
法
令
に
抵
触
す
る
よ
う
な
事
実
が
あ
っ
た
と
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
度
重
な

る
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
は
、
累
次
の
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
（
以
下
「
安
保
理
」
と
い
う
。
）
決
議

に
違
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
航
空
機
や
船
舶
の
航
行
の
安
全
に
影
響
を
及
ぼ
す
活
動
等
を
行
う
場
合
に
事
前
通
報
を
求
め
る

国
際
民
間
航
空
機
関
や
国
際
海
事
機
関
の
関
連
規
定
又
は
決
議
に
も
従
っ
て
お
ら
ず
、
我
が
国
及
び
我
が
国
を
含
む
地
域
の

安
全
保
障
に
対
す
る
重
大
な
脅
威
で
あ
り
、
か
つ
、
航
空
機
や
船
舶
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
極
め
て
問
題
の
あ
る
行
為
で

あ
り
、
断
じ
て
容
認
で
き
な
い
。

一



三
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的
な
事
例
に
即
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

四
に
つ
い
て

平
成
二
十
九
年
五
月
十
四
日
の
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
つ
い
て
、
同
月
十
五
日
付
け
で
安
保
理
が
発
出
し

た
プ
レ
ス
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、
当
該
発
射
が
安
保
理
決
議
第
千
七
百
十
八
号
、
第
千
八
百
七
十
四
号
、
第
二
千
八
十
七

号
、
第
二
千
九
十
四
号
、
第
二
千
二
百
七
十
号
及
び
第
二
千
三
百
二
十
一
号
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
旨
述
べ
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
は
、
在
中
華
人
民
共
和
国
日
本
国
大
使
館
を
通
じ
て
、
北
朝
鮮
側
に
対
し
て
厳
重
に
抗

議
を
行
い
、
強
く
非
難
し
た
。
こ
れ
以
上
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
対
応
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。

六
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
が
行
わ
れ
、
我
が
国
の
漁
船
に
影
響
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
水
産
庁

二



か
ら
漁
業
無
線
局
を
通
じ
て
漁
船
へ
の
情
報
伝
達
を
行
う
な
ど
し
て
い
る
。

ま
た
、
水
産
庁
は
、
平
素
か
ら
、
漁
業
無
線
局
及
び
都
道
府
県
に
対
し
、
迅
速
な
情
報
の
伝
達
の
依
頼
や
注
意
事
項
の
周

知
を
行
っ
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

平
成
二
十
九
年
五
月
十
四
日
に
北
朝
鮮
が
発
射
し
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
詳
細
を
分
析
中
で

あ
る
が
、
ロ
フ
テ
ッ
ド
軌
道
を
採
っ
て
発
射
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。

我
が
国
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
の
個
別
具
体
の
撃
破
能
力
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
の
能
力
等
が
明
ら
か
に
な
る

こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。

八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
何
ら
か
の
行
動
を
起
こ
す
た
め
の
法
的
根
拠
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
我

が
国
の
防
空
識
別
圏
は
、
我
が
国
が
、
我
が
国
周
辺
を
飛
行
す
る
航
空
機
の
識
別
を
容
易
に
し
、
も
っ
て
領
空
侵
犯
に
対
す

る
措
置
を
有
効
に
実
施
す
る
た
め
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
落
下
」
へ
の
対
応
を
目
的
と

す
る
も
の
で
は
な
い
。

三


